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令和６年（２０２４年）１月３０日 

子 ど も 文 教 委 員 会 資 料 

教育委員会事務局子ども・教育政策課 

 

中野区コミュニティ・スクールのモデル校における活動状況について 

 

 

中野区コミュニティ・スクールは、学校、家庭、地域が協働し、子どもたちの豊かな成長を支え、

地域とともにある学校づくりを推進するため、地域住民、保護者等が参画し、学校運営について必

要な支援を協議する「地域学校運営協議会」(中学校区単位)と地域人材や学校支援ボランティア等

により学校運営について必要な支援を行う「地域学校協働本部」（各小中学校）を設置し、一体的に

推進する組織・継続的な仕組みである。 

令和５年１月、明和中学校区で中野区コミュニティ・スクールのモデル実施を開始したので、こ

れまでの取組状況を報告する。 

 

１ 中野区コミュニティ・スクールについて 

中野区では、これまでの学校支援ボランティア制度を発展させ、学校支援体制を組織化した「地

域学校協働本部」と、地域が主体的に学校教育のあり方を考える「地域学校運営協議会」の２つの

組織を同時に設置する学校を「中野区コミュニティ・スクール」と称している。（別紙参照） 

なお、国（法定型）は、学校運営協議会を設置する学校を「コミュニティ・スクール」と称して

いる。 

 

２ 導入のメリット 

（１）組織的・継続的な体制の構築 

  校長や教職員の異動があっても、地域学校運営協議会によって地域と組織的な連携・協働体制

を継続できる。 

（２）当事者意識・役割分担 

  校長が作成する学校運営の「基本方針の承認」を通して、学校や地域、子どもたちが抱える課

題に対して関係者みな当事者意識を持ち、「役割分担を持って連携・協働による取組」ができる。 

（３）目標・ビジョンを共有した「協働」活動 

  地域学校運営協議会や熟議の場を通して、子どもたちがどのような課題を抱えているのか、地

域でどのように育てていくのか、何を実現していくのかという目標やビジョンを共有することが

できる。 

 

３ モデル校における取組状況 

（１） モデル校設置の意義 

中野区は、地域・保護者・学校が様々な形で長年連携・協力をしてきている。いままで培っ

てきたこれらの連携を基盤に中野区に適した「中野区コミュニティ・スクール」を導入するた

めに、それぞれの中学校区における取り組み方によって、「地域とともにある学校づくり」を進

める。 

（２）第１次 モデル校の実践 

①実施地区：明和中学校区 

（明和中学校、鷺宮小学校、啓明小学校、西中野小学校、美鳩小学校） 

 

②選定理由・役割 

ア 他地区でのコミュニティ・スクール導入経験や実践経験のある学校長がいるため、その

経験と知識を生かし、中野区コミュニティ・スクールの構築を進めやすい。 

イ 学校数が一番多い明和中学校区をモデル校とすることで、次年度以降の導入拡大に向け

て、様々な検証が可能となる。また、学校を核とした新たな地域ネットワークづくりにつ

いても検証できる。 
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ウ １小学校以外は再編校であることから、地域・保護者・学校がより相互理解を進め、学

校支援を組織的に行うことができるようになることを目指す。 

 

⇒令和６年４月統合の学校があることもあわせて、地域学校運営協議会の設置を先に行う。 

   

③地域学校運営協議会の設置 

ア 設置日 令和５年１月２３日 

イ 委 員 １３名 

（学識経験者、地域関係者、保護者、明和中学校区小・中学校長、 

東京都立高等学校長、うち、統括地域コーディネーター、地域コーディネーター） 

 

④モデル実施の経過 

○ 地域学校運営協議会の開催状況 

実施回 実施日 ねらい 活用資料等 

プレ 

会議 

令和４年 

10 月 7 日 

10 月 17 日 

○校長、学識経験者、教育委員会による中野

区コミュニティ・スクールの方向性の確認 

   ○地域コーディネーター及び委員の選定 

・コミュニティ・スクールに関する

国・都・他自治体資料 等 

第１回 令和５年 

１月 23 日 

○中野区コミュニティ・スクール及び中野区

地域学校運営協議会の方向性の確認（※別

紙参照） 

○委員長及び副委員長の選出 

 ・委員長  学識経験者 

 ・副委員長 東京都立高等学校長 

       保護者 

○各学校の特色や課題についての共有 

・中野区教育大綱 

・中野区教育ビジョン（第４次） 

・学校要覧 

第２回 

 

第３回 

 

第４回 

２月 20 日 

 

５月 ８日 

 

７月 ３日 

○熟議による「明和中学校区で育てたい子ど

も像」についての共有及び意見交換 

 

 

・学校経営方針 

・令和４年度保護者アンケート 

・各校における令和４年度全国 

学力・学習状況調査の結果 

・道徳教育全体計画 

・明和中学校研究構想図 

（令和４・５年度東京都教育委員会 

人権尊重教育推進校） 

・学校便り 

第５回 11 月 20 日 ○熟議による「各学校における令和５年度の

教育活動に関する中間報告」の共有及び意

見交換 

・各学校の経営計画の中間評価 

  

 

 

   

   

 

 

 

 

（３） 第２次 モデル校 

①実施地区：南中野中学校区（南中野中学校、南台小学校、みなみの小学校） 

中野中学校区（中野中学校、桃園第二小学校、桃花小学校、平和の森小学校） 

教
育
活
動
に
つ
い
て
の
熟
議
・
評
価
の
結
果
を
次
年
度
の
教
育
課
程
に
反
映 

第６回 令和６年２月１５日（予定） 

熟議テーマ：明和中学校区における各学校の令和６年度教育課程及び共通の取組について 

【子ども像】 

・多様性を理解し、互いの立場、 

考え、良さ、違いを認め合うことが 

できる子ども 

・学校・家庭・地域・社会の一員として、 

自分の役割と責任を自覚し、 

ともに支え合おうと努める子ども 
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②選定理由・役割 

ア 第一次 モデル校との地域バランスを考慮した。 

イ 両中学校区においては、地域との連携や小中連携が活発である。各小中学校では、学校

支援ボランティアや地域人材を活用した取組が進んでいる。 

 

⇒地域学校協働本部の設置を先に行う予定である。地域学校運営協議会の設置を見越して、

地域コーディネーターの候補者については、中学校と小学校の両方に関わりのある方を

選定していく。 

 

（４） 第３次 モデル校 

①実施地区：北中野中学校区（北中野中学校、武蔵台小学校、上鷺宮小学校、かみさぎ幼稚園） 

中野東中学校区（中野東中学校、桃園第二小学校、塔山小学校、谷戸小学校、 

白桜小学校、ひがしなかの幼稚園） 

 

②選定理由・役割 

○ 北中野中学校区には区立かみさぎ幼稚園、中野東中学校区には区立ひがしなかの幼稚園

があり、０～15 歳の学びの連続性を確保した教育・保育の視点から、取組の推進が期待で

きる。 
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■３つの役割■ 

①９年間を通した学校運営の基本方

針の承認 

②教育活動についての熟議・評価 

③学校支援活動の企画・調整 

 

 

 

※委員構成例 
・学識経験者 
・校長 
・保護者 
・地域住民 
・大学生 
・地域コーディネーター 等 

 

 
地域学校協働本部 

 
地域学校運営協議会 

別紙 

中野区コミュニティ・スクールのイメージ 

 

 

 


 キーワードは、 
「できる人が、できるときに、できることを」  

通学路の見守り 環境整備 職場体験 

学校支援ボランティア 

学習支援 
学校行事支援 読み聞かせ 

地 域 人 材 

 

 

公共機関 

地域住民 保護者 
町会・ 

自治会 

企業・ 

ＮＰＯ 

大学・ 

 

両輪・協働 

人材・活動などの 
コーディネート 委員として参画 

地域学校運営協議会を設置する中学校区の各小中学校に、地域学校協働本部を設置する。 

Ｂ小学校 

地域学校協働本部 

C 小学校 

地域学校協働本部 

A 中学校 

地域学校協働本部 

地域学校運営協議会 

（中学校区単位） 

地域コーディネーター 

地域コーディネーター 

地域コーディネーター 

地域コーディ

ネーター 


